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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段を用いて被写体の光学像に対する撮像処理を実行し、複数の操作部材を用いて
ユーザの操作を受け付ける撮像装置であって、
　前記撮像手段の撮像処理により得られるライブビュー画像を表示可能な表示手段と、
　操作部材に対するユーザ操作を検出する検出手段と、
　前記操作部材に対するユーザ操作を検出したことに応じて露光処理を開始または終了さ
せる露光制御手段と、
　前記露光制御手段が前記露光処理を終了した後に画像データを生成する生成手段と、を
有し、
　前記露光制御手段は、
　前記検出手段により第１の操作部材に対するユーザ操作が検出された場合に前記露光処
理を開始し、
　前記検出手段により前記第１の操作部材に対するユーザ操作が検出されている間は前記
露光処理を継続し、
　前記第１の操作部材に対するユーザ操作が検出された後に前記第１の操作部材に対する
前記ユーザ操作が検出されない場合は前記露光処理を終了し、
　前記検出手段により第２の操作部材に対するユーザ操作が検出された場合に前記露光処
理を開始し、
　前記検出手段により前記第２の操作部材に対するユーザ操作が検出された後に前記第２
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の操作部材に対する前記ユーザ操作が検出されない場合であっても前記露光処理を継続し
、
　前記第２の操作部材に対するユーザ操作が検出された後に前記第２の操作部材に対する
ユーザ操作が再度検出された場合は前記露光処理を終了し、
　前記第１の操作部材は、前記表示手段と別体に設けられ、前記第２の操作部材は、前記
表示手段と一体的に設けられていることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記表示手段は、前記露光処理が開始された場合は前記ライブビュー画像の表示を停止
することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記露光処理は、シャッターにより実行されることを特徴とする請求項１または２に記
載の撮像装置。
【請求項４】
　前記検出手段により前記第１の操作部材に対するユーザ操作が検出され、前記露光処理
が実行されている間は、前記検出手段は前記第２の操作部材に対するユーザ操作の検出を
行わないことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記検出手段により前記第２の操作部材に対するユーザ操作が検出された後に前記露光
処理が実行されている間は、前記検出手段は前記第１の操作部材に対するユーザ操作の検
出を行わないことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記検出手段により前記第２の操作部材に対するユーザ操作が検出された後所定の期間
内に前記第２の操作部材に対するユーザ操作が再度検出されなかった場合に、前記表示手
段は所定のメッセージを表示することを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記
載の撮像装置。
【請求項７】
　前記撮像処理は、動画撮影処理または連写撮影処理であることを特徴とする請求項１な
いし６のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項８】
　撮像手段を用いて被写体の光学像に対する撮像処理を実行し、複数の操作部材を用いて
ユーザの操作を受け付ける撮像装置の制御方法であって、
　表示手段により前記撮像手段の撮像処理により得られるライブビュー画像を表示する表
示ステップと、
　前記表示手段と別体に設けられた第１の操作部材と、前記表示手段と一体的に設けられ
た第２の操作部材を含む操作部材に対するユーザ操作を検出する検出ステップと、
　前記操作部材に対するユーザ操作を検出したことに応じて露光処理を開始または終了さ
せる露光制御ステップと、
　前記露光処理を終了した後に画像データを生成する生成ステップと、を有し、
　前記露光制御ステップでは、
　第１の操作部材に対するユーザ操作が検出された場合に前記露光処理を開始し、
　前記第１の操作部材に対するユーザ操作が検出されている間は前記露光処理を継続し、
　前記第１の操作部材に対するユーザ操作が検出された後に前記第１の操作部材に対する
ユーザ操作が検出されない場合は前記露光処理を終了し、
　第２の操作部材に対するユーザ操作が検出された場合に前記露光処理を開始し、
　前記第２の操作部材に対するユーザ操作が検出された後に前記第２の操作部材に対する
ユーザ操作が検出されない場合であっても前記露光処理を継続し、
　前記第２の操作部材に対するユーザ操作が検出された後に前記第２の操作部材に対する
ユーザ操作が再度検出された場合は前記露光処理を終了することを特徴とする撮像装置の
制御方法。
【請求項９】
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　コンピュータに、請求項８に記載された撮像装置の制御方法を実行させるためのプログ
ラム。
【請求項１０】
　コンピュータに、請求項８に記載された撮像装置の制御方法を実行させるためのプログ
ラムを格納したコンピュータにより読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、不定長時間の長秒時撮影を行うための撮影制御技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近のデジタルカメラなどの撮像装置は、スルー画像を表示する表示装置にタッチパネ
ルを搭載し、タッチパネルを操作してカメラの設定を行うことはもちろん、シャッタース
イッチとして撮影することも可能となっている。スルー画像表示とタッチパネルを組み合
わせた撮影では、被写体を指定して撮影することが簡単にできるという特徴を持つが、タ
ッチパネルの操作に指を使用するため、シャッタースイッチを操作する場合よりもカメラ
をしっかりとホールドする必要がある。このため、シャッタースイッチとタッチパネルの
いずれを使用しても撮影可能なカメラもある。
【０００３】
　一方、不定長時間の長秒時撮影を行う方法としてタイム撮影とバルブ撮影がある。バル
ブ撮影は撮影時間中、シャッタースイッチをオンし続ける方法であり、露光中の操作が少
ないため、しっかりとホールドしていればぶれにくいという特徴を持つ一方で、オンし続
けなければならないために煩わしい操作となる。また、タイム撮影は撮影開始と撮影終了
をそれぞれ別々に指示する方法であり、露光中の操作が必要ないため、バルブ撮影に比べ
て煩わしさは少ないという特徴を持つ一方で、露光中の操作が多くなるためにぶれやすく
なる（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平０３－１５８８３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　露光時間の短い長秒時撮影時はぶれにくいバルブ撮影を行い、露光時間の長い長秒時撮
影時は煩わしさの少ないタイム撮影を行いたい、すなわち簡単に２つの方法を切り替えて
使用したいという要望がある。上記特許文献１には、アクセサリとしてのリモコンを使用
してタイム撮影を行う方法が提案されているものの、動作モードを切り替えることなく、
同一の動作モードでの操作方法の違いに応じてバルブ撮影とタイム撮影を簡単に切り替え
て使用することはできない。
【０００６】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされ、その目的は、動作モードを切り替えることなく、
同一の動作モードでの操作方法の違いに応じてバルブ撮影等の操作期間に応じた撮影と、
タイム撮影等の撮影開始と終了を別途に指示する撮影とを簡単に切り替えることができる
撮影制御技術を実現することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決し、目的を達成するために、本発明の撮像装置は、撮像手段を用いて被
写体の光学像に対する撮像処理を実行し、複数の操作部材を用いてユーザの操作を受け付
ける撮像装置であって、前記撮像手段の撮像処理により得られるライブビュー画像を表示
可能な表示手段と、操作部材に対するユーザ操作を検出する検出手段と、前記操作部材に
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対するユーザ操作を検出したことに応じて露光処理を開始または終了させる露光制御手段
と、前記露光制御手段が前記露光処理を終了した後に画像データを生成する生成手段と、
を有し、前記露光制御手段は、前記検出手段により第１の操作部材に対するユーザ操作が
検出された場合に前記露光処理を開始し、前記検出手段により前記第１の操作部材に対す
るユーザ操作が検出されている間は前記露光処理を継続し、前記第１の操作部材に対する
ユーザ操作が検出された後に前記第１の操作部材に対する前記ユーザ操作が検出されない
場合は前記露光処理を終了し、前記検出手段により第２の操作部材に対するユーザ操作が
検出された場合に前記露光処理を開始し、前記検出手段により前記第２の操作部材に対す
るユーザ操作が検出された後に前記第２の操作部材に対する前記ユーザ操作が検出されな
い場合であっても前記露光処理を継続し、前記第２の操作部材に対するユーザ操作が検出
された後に前記第２の操作部材に対するユーザ操作が再度検出された場合は前記露光処理
を終了し、前記第１の操作部材は、前記表示手段と別体に設けられ、前記第２の操作部材
は、前記表示手段と一体的に設けられている。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、動作モードを切り替えることなく、同一の動作モードでの操作方法の
違いに応じてバルブ撮影等の操作期間に応じた撮影と、タイム撮影等の撮影開始と終了を
別途に指示する撮影とを簡単に切り替えることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明に係る実施形態の撮像装置の前面（ａ）及び背面（ｂ）を示す外観図。
【図２】本実施形態の撮像装置の構成を示すブロック図。
【図３】ライブビュー表示画面を例示する図。
【図４】シャッター速度変更処理を示すフローチャート。
【図５】撮影モードでの動作を示すフローチャート。
【図６】バルブ撮影での動作を示すフローチャート。
【図７】タイム撮影での動作を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明を実施するための形態について添付図面を参照して詳細に説明する。
【００１１】
　［実施形態１］以下、本発明の撮像装置を、レンズ交換式の一眼レフカメラ（以下、カ
メラ）により実現した実施形態について説明する。
【００１２】
　＜装置構成＞先ず、図１及び図２を参照して、本発明に係る実施形態の撮像装置の構成
及び機能について説明する。
【００１３】
　図１において、表示部１０１は画像や各種情報を表示するＬＣＤなどの表示デバイスで
ある。シャッターボタン１０２は撮影指示を行うための操作部である。モード切替スイッ
チ１０３は各種モードを切り替えるためのダイヤル式の操作部である。端子カバー１０４
は外部機器とカメラ１００をＵＳＢなどのケーブルを介して接続するためのコネクタ（不
図示）を保護するカバー部材である。メイン電子ダイヤル１０５は図２で後述する操作部
２７０に含まれる回転操作部材であり、このメイン電子ダイヤル１０５を回すことで、シ
ャッター速度や絞りなどの設定値が変更できる。電源スイッチ１０６はカメラ１００の電
源のオン／オフを切り替える操作部材である。サブ電子ダイヤル１０７も図２で後述する
操作部２７０に含まれる回転操作部材であり、選択枠の移動や画像送りなどを行える。十
字キー１０８も図２で後述する操作部２７０に含まれる移動指示部材であり、上、下、左
、右のいずれかを押し込むことで、十字キー１０８の押した部分に応じた操作が可能であ
る。ＳＥＴボタン１０９も図２で後述する操作部２７０に含まれる押しボタンであり、主
に選択項目の決定などに用いられる。ライブビューボタン１１０も図２で述する操作部２
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７０に含まれる押しボタンであり、静止画撮影モードではライブビュー（以下、ＬＶ）表
示のオン／オフを切り替え、動画撮影モードでは動画撮影（記録）の開始や停止の指示に
使用される。拡大ボタン１１１も図２で後述する操作部２７０に含まれる押しボタンであ
り、ライブビュー表示において拡大モードのオン／オフ、及び拡大モード中の拡大率の変
更を行うための操作部材である。拡大ボタン１１１は、再生モードでは再生画像を拡大し
、拡大率を増加させるための拡大ボタンとして機能する。再生ボタン１１２も図２で後述
する操作部２７０に含まれる押しボタンであり、撮影モードと再生モードとを切り替える
操作部材である。撮影モード中に再生ボタン１１２を押下することで再生モードに移行し
、図２の記録媒体２５０に記録された画像のうち最新の画像を表示部１０１に表示するこ
とができる。
【００１４】
　クイックリターンミラー２１２は、図２のシステム制御部２０１の指示に応じて、不図
示のアクチュエータによってアップ位置（露光位置）またはダウン位置（ライブビュー位
置）に駆動される。通信端子２１０はカメラ１００がレンズユニット２００（図２）と通
信を行うための電気的接点である。覗き込み型の接眼ファインダー２１６はフォーカシン
グスクリーン２１３（図２）を観察することで、レンズユニット２００を通じて取り込ん
だ被写体の光学像の焦点や構図の確認を行うための光学部材である。蓋１１３はカメラ１
００に対して記録媒体２５０を着脱するためにスロットを開閉する部材である。グリップ
部１１４は、ユーザがカメラ１００を構えた際に右手で握りやすい形状を有する。
【００１５】
　図２に、本実施形態のカメラ１００の内部構成を示す。
【００１６】
　図２において、レンズユニット２００は撮影レンズ２０７を搭載し、カメラ１００に対
して着脱可能である。撮影レンズ２０７は通常、複数枚のレンズから構成されるが、ここ
では簡略して１枚のレンズのみで示している。通信端子２０６はレンズユニット２００が
カメラ１００と通信を行うための電気的接点である。通信端子２１０はカメラ１００がレ
ンズユニット２００と通信を行うための電気的接点である。レンズユニット２００は、通
信端子２０６を介してシステム制御部２０１と通信し、内蔵されたレンズ制御部２０４が
絞り駆動回路２０２を制御して絞り２０５を駆動し、ＡＦ駆動回路２０３を制御してレン
ズ２０７の位置を変位させることで焦点を合わせる。
【００１７】
　ＡＥセンサ２１７は、レンズユニット２００を通じて取り込んだ被写体の輝度を測光す
る。焦点検出部２１１は、システム制御部２０１にデフォーカス量を出力し、システム制
御部２０１はデフォーカス量に応じてレンズユニット２００と通信し、位相差検出方式で
のＡＦ制御を行う。
【００１８】
　クイックリターンミラー（以下、ミラー）２１２は、露光、ライブビュー表示、動画撮
影の際にシステム制御部２０１から指示を受けて、不図示のアクチュエータによってアッ
プ位置またはダウン位置に駆動される。ミラー２１２は、レンズ２０７から入射した光束
をファインダー２１６または撮像部２２２へ切り替える。ミラー２１２は通常、光束を反
射してファインダー２１６へ光束を導くようダウン位置に付勢されているが、露光やライ
ブビュー表示には、撮像部２２２へ光束を導くように上方に跳ね上がり光束中から待避す
る（アップ位置）。また、ミラー２１２は、光束の一部が透過して焦点検出部２１１に入
射するように、中央部がハーフミラーとなっている。撮影者は、ペンタプリズム２１４と
ファインダー２１６を介して、フォーカシングスクリーン２１３を観察することで、レン
ズユニット２００を通じて取り込んだ被写体の光学像の焦点や構図の確認が可能となる。
【００１９】
　シャッター２２１は、システム制御部２０１の指示に応じて撮像部２２２での露光時間
を自由に制御できるフォーカルプレーンシャッターである。撮像部２２２は被写体の光学
像を電気信号に変換するＣＣＤやＣＭＯＳ等の撮像素子で構成されたイメージセンサであ
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る。Ａ／Ｄ変換器２２３は、撮像部２２２から出力されるアナログ信号をデジタル信号に
変換して画像データを生成する。
【００２０】
　画像処理部２２４は、Ａ／Ｄ変換器２２３からのデータ、または、メモリ制御部２１５
からのデータに対して所定の画素補間、縮小といったリサイズ処理や色変換処理を行う。
また、画像処理部２２４では、撮像した画像データを用いて所定の演算処理が行われ、シ
ステム制御部２０１は演算結果に基づいて露光制御、測距制御を行う。これにより、ＴＴ
Ｌ（スルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理
、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理が行われる。画像処理部２２４では更に、撮像した画
像データを用いて所定の演算処理を行い、演算結果に基づいてＴＴＬ方式のＡＷＢ（オー
トホワイトバランス）処理も行っている。
【００２１】
　Ａ／Ｄ変換器２２３からのデータは、画像処理部２２４及びメモリ制御部２１５を介し
て、あるいは、メモリ制御部２１５を介してメモリ２３２に直接書き込まれる。メモリ２
３２は、撮像部２２２およびＡ／Ｄ変換器２２３から得られる画像データや、表示部１０
１に表示するための画像表示用のデータを格納する。メモリ２３２は、所定枚数の静止画
や所定時間の動画および音声を格納するのに十分な記憶容量を備えている。また、メモリ
２３２は画像表示用のメモリ（ビデオメモリ）を兼ねている。Ｄ／Ａ変換器２１９は、メ
モリ２３２に格納されている画像表示用のデータをアナログ信号に変換して表示部１０１
に供給する。メモリ２３２に書き込まれた表示用の画像データはＤ／Ａ変換器２１９を介
して表示部１０１により表示される。表示部１０１は、ＬＣＤなどのディスプレイデバイ
スに、Ｄ／Ａ変換器２１９からのアナログ信号に応じた表示を行う。このように、メモリ
２３２に格納されたデジタル信号をアナログ信号に変換し、表示部１０１に逐次転送して
表示することで、電子ビューファインダー（ＥＶＦ）機能を実現し、スルー画像表示（ラ
イブビュー表示）を行える。
【００２２】
　不揮発性メモリ２５６は、電気的に消去・記録可能な、例えばＥＥＰＲＯＭなどである
。不揮発性メモリ２５６には、システム制御部２０１の動作用の定数、プログラム等が記
憶される。ここでいう、プログラムとは、後述する各種フローチャートを実行するための
プログラムのことである。
【００２３】
　システム制御部２０１は、カメラ１００全体を統括して制御する演算処理装置であって
、不揮発性メモリ２５６に格納されたプログラムを実行することで、後述するフローチャ
ートの各処理を実現する。システムメモリ２５２はＲＡＭなどであり、システム制御部２
０１の動作用の定数、変数、不揮発性メモリ２５６から読み出したプログラムなどを展開
するワークメモリとしても使用される。また、システム制御部２０１は、メモリ２３２、
Ｄ／Ａ変換器２１９、表示部１０１などを制御することにより表示制御も行う。システム
タイマー２５３は各種制御に用いる時間や、内蔵時計の時間を計測する計時部である。
【００２４】
　モード切替スイッチ１０３、第１シャッタースイッチ２６１、第２シャッタースイッチ
２６２、操作部２７０はシステム制御部２０１に各種の指示を入力するための操作手段で
ある。
【００２５】
　モード切替スイッチ１０３は、システム制御部２０１の動作モードを静止画記録モード
、動画記録モード、再生モードのいずれかに切り替える。静止画記録モードに含まれるモ
ードとしては、オート撮影モード、オートシーン判別モード、マニュアルモード、絞り優
先モード（Ａｖモード）、シャッター速度優先モード（Ｔｖモード）、撮影シーン別の撮
影設定となる各種シーンモード、プログラムＡＥモード、カスタムモードなどがある。
【００２６】
　モード切替スイッチ１０３で静止画記録モードに含まれる複数のモードのいずれかに直
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接切り替える。あるいは、モード切替スイッチ１０３で静止画記録モードに一旦切り替え
た後に、静止画撮影モードに含まれる複数のモードのいずれかに他の操作部材を用いて切
り替えるようにしてもよい。同様に、動画撮影モードにも複数のモードが含まれていても
よい。
【００２７】
　第１シャッタースイッチ２６１は、カメラ１００に設けられたシャッターボタン１０２
の操作途中、いわゆる半押し（撮影準備指示）でオンとなり、第１シャッタースイッチ信
号ＳＷ１を発生する。システム制御部２０１は、第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１を受
けて画像処理部２２４によって、ＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理
、ＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理などを開始
する。
【００２８】
　第２シャッタースイッチ２６２は、シャッターボタン１０２の操作完了、いわゆる全押
し（撮影指示）でオンとなり、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２を発生する。システム
制御部２０１は、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２により、撮像部２２２からの信号読
み出しから記録媒体２５０に画像データを書き込むまでの一連の撮影処理を開始する。
【００２９】
　操作部２７０は、表示部１０１に表示される種々の機能アイコンを選択操作することに
より、場面ごとに適宜機能が割り当てられ、各種機能ボタン（ソフトボタン）として作用
する。機能ボタンとしては、例えば終了ボタン、戻るボタン、画像送りボタン、ジャンプ
ボタン、絞込みボタン、属性変更ボタンなどがある。例えば、メニューボタンが押される
と各種の設定可能なメニュー画面が表示部１０１に表示される。ユーザは、表示部１０１
に表示されたメニュー画面と、上下左右の４方向ボタンやＳＥＴボタンとを用いて直感的
に各種設定を行うことができる。
【００３０】
　操作部２７０は、ユーザからの操作を受け付けて、システム制御部２０１へ通知する入
力部であり、少なくとも以下の操作部材が含まれる。シャッターボタン１０２、メイン電
子ダイヤル１０５、電源スイッチ１０６、サブ電子ダイヤル１０７、十字キー１０８、Ｓ
ＥＴボタン１０９、ＬＶボタン１１０、拡大ボタン１１１、再生ボタン１１２。
【００３１】
　電源制御部２８０は、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切り
替えるスイッチ回路等により構成され、電池の装着の有無、電池の種類、電池残量の検出
を行う。また、電源制御部２８０は、その検出結果及びシステム制御部２０１の指示に基
づいてＤＣ－ＤＣコンバータを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体２５０を含む
各部へ供給する。
【００３２】
　電源部２３０は、アルカリ電池やリチウム電池等の一次電池やＮｉＣｄ電池やＮｉＭＨ
電池、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプター等からなる。記録媒体Ｉ／Ｆ２１８は、メ
モリカードやハードディスク等の記録媒体２５０とのインターフェースである。記録媒体
２５０は、撮影された画像を記録するためのメモリカード等の記録媒体であり、半導体メ
モリや磁気ディスク等から構成される。
【００３３】
　なお、操作部２７０には、表示部１０１に対するタッチ操作を検出可能なタッチ検出手
段としてのタッチパネル２７１が含まれる。タッチパネル２７１と表示部１０１とは一体
的に構成することができる。例えば、タッチパネル２７１の光の透過率が表示部１０１の
表示を妨げないように、表示部１０１の表示面の上層に取り付ける。そして、タッチパネ
ル２７１における入力座標と、表示部１０１上の表示座標とを対応付ける。これにより、
ユーザが表示部１０１に表示された画面を直接的に操作可能であるかのようなＧＵＩを構
成することができる。システム制御部２０１はタッチパネル２７１への以下の操作を検出
できる。タッチパネル２７１を指やペンで触れたこと（以下、タッチダウンと称する）。
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タッチパネル２７１を指やペンで触れている状態であること（以下、タッチオンと称する
）。タッチパネル２７１を指やペンで触れたまま移動していること（以下、ムーブと称す
る）。タッチパネル２７１へ触れていた指やペンを離したこと（以下、タッチアップと称
する）。タッチパネル２７１に何も触れていない状態（以下、タッチオフと称する）。こ
れらの操作や、タッチパネル２７１上に指やペンが触れている位置座標は内部バスを通じ
てシステム制御部２０１に通知され、システム制御部２０１は通知された情報に基づいて
タッチパネル２７１上にどのような操作が行なわれたかを判定する。ムーブについてはタ
ッチパネル２７１上で移動する指やペンの移動方向についても、位置座標の変化に基づい
て、タッチパネル２７１上の垂直成分・水平成分毎に判定できる。またタッチパネル２７
１上をタッチダウンから一定のムーブを経てタッチアップをしたとき、ストロークを描い
たこととする。素早くストロークを描く操作をフリックと呼ぶ。フリックは、タッチパネ
ル２７１上に指を触れたままある程度の距離だけ素早く動かして、そのまま離すといった
操作であり、言い換えればタッチパネル２７１上を指ではじくように素早くなぞる操作で
ある。所定距離以上を、所定速度以上でムーブしたことが検出され、そのままタッチアッ
プが検出されるとフリックが行なわれたと判定できる。また、所定距離以上を、所定速度
未満でムーブしたことが検出された場合はドラッグが行なわれたと判定するものとする。
タッチパネル２７１は、抵抗膜方式や静電容量方式、表面弾性波方式、赤外線方式、電磁
誘導方式、画像認識方式、光センサ方式等、様々な方式のタッチパネルのうちいずれの方
式のものを用いてもよい。
【００３４】
　＜シャッター速度変更処理＞次に、図３及び図４を参照して、シャッター速度変更処理
について説明する。
【００３５】
　図３にライブビュー表示中の表示部１０１の画面例を示す。システム制御部２０１はユ
ーザがカメラの電源をオンすると、その時点での設定に従って表示部１０１を「表示なし
」、「情報表示画面」、「スルー画表示画面（ＬＶ表示画面）」いずれかの状態にする。
【００３６】
　３０１はライブビュー表示画面であり、画面全体にスルー画像が表示され、画面下部３
０２に設定項目を表示するアイコンや文字が配置されている。
【００３７】
　３０３はシステムメモリ２５２に保持されたシャッター速度を表示するための領域であ
る。
【００３８】
　図４は、本実施形態の撮像装置によるシャッター速度変更処理を示すフローチャートで
あり、例えば、ユーザがメイン電子ダイヤル１０５やタッチパネル２７１などでシャッタ
ー速度の設定を行う。シャッター速度の設定・変更は、Ｔｖモード（シャッター速度をユ
ーザが指定し、絞り値を指定されたシャッター速度に合わせて自動で設定するモード）及
びマニュアルモード（シャッター速度、絞り値ともにユーザが指定するモード）において
は、ライブビュー表示のまま、あるいはライブビュー表示していない状態でメイン電子ダ
イヤル１０５の操作に応じて設定値を変更できる。また、各種撮影条件を設定するための
設定画面を開いた状態でタッチパネル２７１へのタッチ操作によっても変更可能である。
すなわち、シャッター速度を設定・変更するための操作部材はいくつかあるが、どの操作
部材を使用する場合でも、短秒側、長秒側の２つの方向を持つ。例えば、メイン電子ダイ
ヤル１０５の時計回り方向の操作、反時計回り方向の操作である。シャッター速度を設定
・変更可能な状態で、シャッター速度設定操作部材が操作されると、システム制御部２０
１は図４のシャッター速度変更処理を開始する。なお、この処理は、不揮発性メモリ２５
６に記録されたプログラムをシステムメモリ２５２に展開してシステム制御部２０１が実
行することにより実現する。本処理は操作部材に対する設定値１段分の操作量（例えば、
メイン電子ダイヤル１０５に対する１クリック分の回転操作）に応じて実行されるため、
１度の操作量が多い場合や何度も操作された場合にはその操作量に応じた分だけ処理が繰
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り返される。
【００３９】
　図４において、Ｓ４１１では、システム制御部２０１は、操作部材への操作方向が長秒
側であるか否かを判定し、長秒側への変更であれば長秒への設定を行うためにＳ４１３へ
進み、長秒側への変更でなければ短秒への設定を行うためにＳ４１７へ進む。
【００４０】
　Ｓ４１３では、システム制御部２０１は、システムメモリ２５２に保持されたシャッタ
ー速度が設定できる最長秒時であるか否かの判定を行い、シャッター速度が最長秒時であ
ればＳ４１６へ進み、そうでなければＳ４１４へ進む。なお、ここで説明するカメラの最
長秒時のシャッター速度は３０秒であるとする。
【００４１】
　Ｓ４１６では、システム制御部２０１は、システムメモリ２５２に保持されたシャッタ
ー速度を、不定長時間長秒時撮影モード（以下、ＢＵＬＢモード）を示す特別な値に設定
し、不定長時間長秒時撮影が可能な状態に設定する。なお、ここで説明するカメラのＢＵ
ＬＢモードを示す特別な値は６０秒であるととする。
【００４２】
　Ｓ４１４では、システム制御部２０１は、シャッター速度がＢＵＬＢモードを示す特別
な値（６０秒）であるか否かの判定を行い、ＢＵＬＢモードであればＳ４２１へ進み、そ
うでなければＳ４１５へ進む。
【００４３】
　Ｓ４１５では、システム制御部２０１は、システムメモリ２５２に保持されたシャッタ
ー速度を長秒時側に１段階変更する。
【００４４】
　Ｓ４１７では、システム制御部２０１は、システムメモリ２５２に保持されたシャッタ
ー速度が設定できる最短秒時であるか否かの判定を行い、シャッター速度が最短秒時であ
ればＳ４２１へ進み、そうでなければＳ４１８へ進む。なお、ここで説明するカメラの最
短秒時のシャッター速度は１／４０００秒であるとする。
【００４５】
　Ｓ４１８では、システム制御部２０１は、シャッター速度がＢＵＬＢモードを示す特別
な値（６０秒）であるか否かの判定を行い、ＢＵＬＢモードであればＳ４２０へ進み、そ
うでなければＳ４１９へ進む。
【００４６】
　Ｓ４１９では、システム制御部２０１は、システムメモリ２５２に保持されたシャッタ
ー速度を短秒時側に１段階変更する。
【００４７】
　Ｓ４２０では、システム制御部２０１は、システムメモリ２５２に保持されたシャッタ
ー速度を最長秒時３０秒に設定し、Ｓ４２１へ進む。
【００４８】
　Ｓ４２１では、システム制御部２０１は、図３のシャッター速度表示領域３０３の値を
更新する。シャッター速度がＢＵＬＢモードを示す特別な値（６０秒）であれば、ＢＵＬ
Ｂの文字を表示し、そうでなければシャッター速度を数値で表示する。
【００４９】
　＜撮影処理＞図５を参照して、本実施形態の撮影モードでの動作について説明する。こ
の処理は、不揮発性メモリ２５６に記録されたプログラムをシステムメモリ２５２に展開
してシステム制御部２０１が実行することにより実現する。ここで、撮影モードはカメラ
設定変更画面と排他になっているものとする。
【００５０】
　図５において、Ｓ５０１では、システム制御部２０１は、ＬＶ表示画面に表示されるス
ルー画像の更新を行う。
【００５１】
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　Ｓ５２１では、システム制御部２０１は、シャッター速度がＢＵＬＢモードを示す特別
な値（６０秒）であるか否かの判定を行い、ＢＵＬＢモードであればＳ５０２へ進み、そ
うでなければＳ５０６へ進む。
【００５２】
　Ｓ５０６では、システム制御部２０１は、第１シャッタースイッチ２６１の状態を判定
し、オンであればＳ５０８へ進み、オフであればＳ５０７へ進む。
【００５３】
　Ｓ５０８では、システム制御部２０１は、公知のＡＥおよびＡＦを実施する。
【００５４】
　Ｓ５０９では、システム制御部２０１は、第２シャッタースイッチ２６２の状態を判定
し、オンであればＳ５１２へ進み、オフであればＳ５１０へ進む。
【００５５】
　Ｓ５１０では、システム制御部２０１は、第１シャッタースイッチ２６１の状態を判定
し、オンであればＳ５０９へ進み、オフであればＳ５０１へ進む。
【００５６】
　Ｓ５１２では、システム制御部２０１は、表示部１０１のＬＶ表示画面を消灯する。
【００５７】
　Ｓ５１３では、システム制御部２０１は、予めシステムに設定された条件で静止画の撮
影を行い、静止画像データを生成する。
【００５８】
　Ｓ５０７では、システム制御部２０１は、タッチパネルの状態を判定し、タッチオンで
あればＳ５１１へ進み、タッチオフであればＳ５０１へ戻る。
【００５９】
　Ｓ５１１では、Ｓ５０８と同様に、システム制御部２０１は、ＡＥおよびＡＦを実施し
、続けてＳ５１２、Ｓ５１３の処理を行い、静止画像データを生成する。
【００６０】
　一方、Ｓ５０２では、システム制御部２０１は、第１シャッタースイッチ２６１の状態
を判定し、オフであればＳ５０４へ進み、オンであればＳ５０３へ進み、バルブ撮影を行
う。バルブ撮影の詳細については図６を用いて後述する。
【００６１】
　Ｓ５０４では、システム制御部２０１は、タッチパネルの状態を判定し、タッチオフで
あればＳ５０１へ戻り、タッチオンであればＳ５０５へ進み、タイム撮影を行う。タイム
撮影の詳細については図７を用いて後述する。
【００６２】
　なお、タッチパネル操作による撮影は、特定の領域をタッチした場合にのみ行うように
構成してもよい。
【００６３】
　＜バルブ撮影＞図６を参照して、図５のＳ５０３でのバルブ撮影での動作について説明
する。
【００６４】
　図６において、Ｓ６０１では、システム制御部２０１は、ＡＥおよびＡＦを実施する。
【００６５】
　Ｓ６０２では、システム制御部２０１は、第１シャッタースイッチ２６１の状態を判定
し、オンであればＳ６０３へ進み、オフであればバルブ撮影を終了する。
【００６６】
　Ｓ６０３では、システム制御部２０１は、第２シャッタースイッチ２６２の状態を判定
し、オンであればＳ６０４へ進み、オフであればＳ６０２へ戻る。
【００６７】
　Ｓ６０４では、システム制御部２０１は、表示部１０１のＬＶ表示画面を消灯する。
【００６８】
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　Ｓ６０５では、システム制御部２０１は、システムに設定された撮影条件で、撮像部２
２２への露光を開始する。
【００６９】
　Ｓ６０６では、システム制御部２０１は、第２シャッタースイッチ２６２の状態がオン
からオフになるのを待ち、オフになったらＳ６０７へ進む。
【００７０】
　Ｓ６０７では、システム制御部２０１は、撮像部２２２への露光を終了し、画像処理部
２２４において静止画像データを生成する。
【００７１】
　なお、バルブ撮影による撮影中（露光中）は誤操作を防止するためタッチパネルに対す
る操作を受け付けない。
【００７２】
　＜タイム撮影＞図７を参照して、図５のＳ５０５でのタイム撮影での動作について説明
する。
【００７３】
　図７において、Ｓ７０１では、システム制御部２０１は、ＡＥおよびＡＦを実施する。
【００７４】
　Ｓ７０２では、システム制御部２０１は、表示部１０１のＬＶ表示画面を消灯する。
【００７５】
　Ｓ７０３では、システム制御部２０１は、システムに設定された撮影条件で、撮像部２
２２への露光を開始する。また、タッチオンタイマーｔを開始する。
【００７６】
　Ｓ７０４では、システム制御部２０１は、タッチパネルの状態を判定し、タッチオンで
あればＳ７０５へ進み、タッチオフであればＳ７０８へ進む。
【００７７】
　Ｓ７０５では、システム制御部２０１は、タッチオンタイマーが予め設定されたガイダ
ンス表示規定時間Ｔｇを超えているか否かの判定を行い、超えていればＳ７０６へ進み、
超えていなければＳ７０４へ進む。
【００７８】
　Ｓ７０６では、システム制御部２０１は、表示部１０１に「タイム撮影を開始しました
」というガイダンスを表示する。これによって、バルブ撮影ではなくタイム撮影が実行中
であることをユーザに認識させることができ、ユーザはバルブ撮影とタイム撮影を混同す
ることなく使い分けることができる。すなわち、バルブ撮影と誤認してタッチ操作をした
ままとすることなく、現在タッチしている指は離してもよいことがわかる。また、タッチ
オンとなってからＴｇが経過した後にガイダンスを表示することで、タイム撮影であるこ
とを認識していてタッチ後すぐに指を離したユーザにはガイダンスを提示しないようにし
、Ｔｇが経過するまでタッチを継続していてバルブ撮影と誤認している可能性のあるユー
ザにのみ提示するようにしている。
【００７９】
　Ｓ７０７では、システム制御部２０１は、タッチパネルの状態がタッチオンからタッチ
オフになるのを待ち、タッチオフになったらＳ７０８へ進む。
【００８０】
　Ｓ７０８では、システム制御部２０１は、表示部１０１に「次のタッチでタイム撮影を
終了します」というガイダンスを表示する。次に、Ｓ７０９では、タッチパネルの状態が
タッチオフから再度タッチオンになるのを待ち、タッチオンになったらＳ７１０へ進む。
【００８１】
　Ｓ７１０では、撮像部２２２への露光を終了し、画像処理部２２４によって静止画像デ
ータを生成する。
【００８２】
　なお、タイム撮影による撮影中（露光中）は誤操作防止のためにシャッターボタン１０



(12) JP 6071616 B2 2017.2.1

10

20

30

40

50

２に対する操作は受け付けない。また、本実施形態ではタッチオンで露光を開始するもの
として説明したが、タッチアップに応じて露光を開始するものとしてもよい。その場合、
タッチアップで露光を開始し、続くタッチダウンに応じて露光終了する。
【００８３】
　以上述べたように、本実施形態によれば、不定長時間長秒時撮影モードにおいて、シャ
ッターボタン操作によってバルブ撮影を行い、タッチパネル操作によってタイム撮影を行
うので、バルブ撮影とタイム撮影を簡単に切り替え、かつカメラのブレを低減できる。
【００８４】
　＜変形例＞上述したタイム撮影の手順を一部変形し以下のような処理とすることもでき
る。これにより、タイム撮影の不用意な終了を防止することができる。
【００８５】
　即ち、図７において、Ｓ７０８でガイダンス表示の代わりに、「タイム撮影終了」を矩
形枠で囲ったタイム撮影終了ボタンを表示する。そして、Ｓ７０９でタッチオンかつタッ
チ位置の座標がタイム撮影終了ボタン領域内であればＳ７１０へ進み、タッチオフまたは
タッチ位置の座標がタイム撮影終了ボタン領域外であればＳ７０９へ進む。
【００８６】
　このように構成することで、ユーザの不用意なタッチにより、意図せずに露光を終了す
る事態を防止することができる。
【００８７】
　また、以下のように、タイム撮影をシャッターボタン１０２により終了することも可能
である。
【００８８】
　すなわち、Ｓ７０９でタッチオンまたは第１シャッタースイッチ２６１がオンであれば
Ｓ７１０へ進み、タッチオフかつ第１シャッタースイッチ２６１がオフであればＳ７０９
へ戻る。
【００８９】
　このように構成にすることで、タッチオフとシャッターボタンの両方で、タッチ撮影を
終了することができる。
【００９０】
　さらに、以下のように、タッチオンタイマーでバルブ撮影とタイム撮影を切り替えるよ
うに構成することも可能である。
【００９１】
　すなわち、Ｓ７０５でタッチオンタイマーが予め設定されたバルブ撮影規定時間Ｔｂを
超えているか否かの判定を行い、超えている場合はＳ７０９へ進み、超えていなければＳ
７０７へ進む。そして、Ｓ７０７でタッチパネルの状態がタッチオンからタッチオンにな
っていなければＳ７０４に進む。
【００９２】
　このように構成することで、撮影開始時にタッチオンしている時間が所定時間Ｔｂを超
えていればバルブ撮影を行い、Ｔｂを超える前にタッチオフした場合はタイム撮影とする
ように、タイム撮影とバルブ撮影を切り替えることも可能である。これは、タッチを長時
間継続する操作はタッチしている期間に合わせて露光を行いたいというバルブ撮影の操作
であると想定でき、また、短いタッチ操作はタイム撮影の開始指示をしようとした操作で
あると想定できるためである。このように同じ撮影モード中でタッチ操作を異ならせるこ
とによって、直観的にバルブ撮影とタイム撮影を使い分けることが可能となる。
【００９３】
　なお、シャッターボタン操作でタイム撮影を行い、タッチパネル操作でバルブ撮影を行
うように構成してもよい。
【００９４】
　また、上述の各実施形態では、ともに長秒露光であるバルブ撮影とタイム撮影とを、ボ
タン操作が行われたかタッチ操作が行われたかで使い分ける例を説明したが、連続した撮
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【００９５】
　例えば、連写撮影に本発明を適用した場合について説明する。特定の撮影モードにおい
て、シャッターボタン操作（第２シャッタースイッチ２６２がオン）があったことに応じ
て連写撮影を開始する。そのシャッターボタン操作が継続している限り（第２シャッター
スイッチ２６２がオンである限り）連写撮影を続ける（自動的に繰り返し撮影を行う）。
そしてシャッターボタン操作が終了すると（第２シャッタースイッチ２６２がオフとなる
と）連写を終了する。一方、前述の特定の撮影モードにおいてタッチパネルに対するタッ
チオンを検出したことに応じて連写撮影を開始する。そして、タッチオンからタッチオフ
になっても（タッチパネルに対するタッチが一旦離されても）連写撮影を継続する。そし
て、タッチオフとなった後に再度タッチオンとなると（タッチパネルに対して再度タッチ
操作があると）連写撮影を終了する。
【００９６】
　また、動画撮影に本発明を適用した場合について説明する。特定の撮影モードにおいて
、シャッターボタン操作（第２シャッタースイッチ２６２がオン）があったことに応じて
動画撮影（動画記録）を開始する。そのシャッターボタン操作が継続している限り（第２
シャッタースイッチ２６２がオンである限り）動画撮影（動画記録）を続ける。そしてシ
ャッターボタン操作が終了すると（第２シャッタースイッチ２６２がオフとなると）動画
撮影（動画記録）を終了する。一方、前述の特定の撮影モードにおいてタッチパネルに対
するタッチオンを検出したことに応じて動画撮影（動画記録）を開始する。そして、タッ
チオンからタッチオフになっても（タッチパネルに対するタッチが一旦離されても）動画
撮影（動画記録）を継続する。そして、タッチオフとなった後に再度タッチオンとなると
（タッチパネルに対して再度タッチ操作があると）動画撮影（動画記録）を終了する。
【００９７】
　上述の連写撮影や動画撮影に関しても、シャッターボタン操作とタッチパネル操作の制
御を上述の例と反対としても良い。ただし、撮影を終了するのに再操作が必要な撮影の方
にタッチパネル操作を割り当てた方が手ぶれを低減できる分、効果的である。
【００９８】
　なお、システム制御部２０１の制御は１つのハードウェアが行ってもよいし、複数のハ
ードウェアが処理を分担することで、装置全体の制御を行ってもよい。
【００９９】
　また、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。さらに、上述した各実施形態は本発明の一実施形態を示すものにすぎず、
各実施形態を適宜組み合わせることも可能である。
【０１００】
　また、上述した実施形態においては、本発明を撮像装置に適用した場合を例にして説明
したが、本発明はこの例に限定されず、例えば、操作部材によってバルブ撮影とタイム撮
影を切り替えられる装置であれば適用可能である。すなわち、本発明はカメラ機能を有す
る携帯電話端末やゲーム機などに適用可能である。
【０１０１】
　［他の実施形態］本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち上
述した実施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）をネットワーク又は各種記
憶媒体を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（
又はＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムコードを読み出して実行する処理である。この場合
、そのプログラム、及び該プログラムを記憶した記憶媒体は本発明を構成することになる
。
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